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　 e-Learning 該当

該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
大学ＤＰ

的確に情報を収集し，理解し，発信する力 ・様々な問題を客観的・構造的に捉え、その現状・背景・要因
を科学的に明らかにし、課題設定することができるようになる
・その上で、解決に資する提案を見出すことができるようにな
る
・問題の所在、取り組むべき課題を明確化するための情報収集
に必要な調査設計ができるようになる（データ収集や分析スキ
ル）
・関心領域に加えて社会の潮流など、幅広い情報を常にキャッ
チアップすることができるようになる
・自分の専門と異分野の物事の連関から発展させて新たなテー
マを考え出すことができるようになる
・他者に伝えるために表現するプレゼンテーションができるよ
うになる
・自らの立ち位置を客観的に 捉えて、自分と他者の行動が促進
されるための働きかけをできるようになる
・プログラムの強制力がない時間でも主体的に取り組むことが
出来るようになる
・対峙したことのない課題に対して挑戦することが出来るよう
になる

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

地域運営、芸術文化、環境共生、多文化協働、健康長寿、防災減災、キャリア

(3)全学横断特別
教育プログラム

ローカル･イノベーター養成コース

(4)授業の概要 本授業は、科学的根拠に基づく知識やスキル、考え方を生かし、課題解決提案に一定期間取り組む（課
題解決型インターンシップ）。フィールドとしては、企業・自治体・団体などの具体的な地域･社会･経
済問題を抱えるものをを対象とし、現状の調査・分析および課題設定、仮説設定を行い、実際のアクシ
ョンに落とし込むことを目指す。リアルな現場･実践をベースとして、知識を活用した経験やその必要性
を理解することに重きをおいた授業となる。そのため、企業や自治体等と連携して開講する課題解決型
学習PBL（Project Based Learning）のため、成果を地域へ報告することを予定している。
また、本授業は①担当教員（起業経験/企業実務経験あり）、②外部講師（実務者）により実施される。

なお、本授業は、信州大学と富山大学、金沢大学との連携･交流型で実施します。
（文部科学省「大学による地方創生人材教育プログラム構築事業（COC+R）」に採択されたENGINEプログ
ラムの実践力強化フェーズ必須科目として開講されます）

(5)授業のキーワ
ード

ロジックモデル、EBPM（Evidence Based Policy Making）、クリティカル･シンキング、データサイエン
ス、社会調査、統計学、実験計画法、リサーチ･リテラシー、心理学、感性情報学、マーケティング・ブ
ランディング、地域志向、地域課題、地域再生、地域活性化、地方創生、文部科学省「大学による地方
創生人材教育プログラム構築事業（COC+R）、ENGIEプログラム認定科目、グループワーク、フィールド
ワーク、レポートのフィードバック、実務経験

(6)授業計画 第1回：3大学合同オリエンテーション
第2回：チームビルディングと目標設定
第3回：企業からのインプット①
第4回：企業からのインプット②
第5回：地域でのフィールドワーク①
第6回：目標の振り返り
第7回：地域でのフィールドワーク②
第8回：企業・教員からのフィードバック
第9回：地域でのフィールドワーク③
第10回：地域でのフィールドワーク④
第11回～第12回：中間発表（夏季集中合宿）
第13回：企業・教員からのフィードバック
第14回：最終発表発表
第15回：目標の振り返り

◎なお、授業の進行状況やパートナー企業等の事情により内容･日程は変更することがある。

(7)成績評価の方
法

以下の〔1〕から〔5〕の総合点を基に判定を行う
〔1〕課題設定［マインド形成］＝25点
〔2〕プラン作成［アビリティ形成］＝25点
〔3〕実践［現場理解］＝25点
〔4〕プレゼンテーション［スキル形成］＝25点
〔5〕追加評価［参加態度･行動評価］＝最大10点
○全て完全に達成した場合は110点となりますが、単位認定上の上限は100点となります
○事情なく欠席する場合は1回ごとに5点マイナスをします



(8)成績評価の基
準

◆総合的な評価点は次のように位置づけられる
　■90点以上:秀(基準から卓越している)
　■80点以上:優(基準よりも、かなり上にある)
　■70点以上:良(基準よりも、やや上にある)
　■60点以上:可(基準を満たしている)
　■59点以下:不可(基準を満たさない)

(9)事前事後学習
の内容

・本授業は2単位科目であり、学修要件として90時間が必要とされている。そのため授業時間に加えて、
理解を深めるために授業時間外で60時間以上の学びが必要となるため、積極的に様々な知識を身に付け
るよう努力すること。
・事前・事後学習時の資料づくりについて: 予習・復習のレポートをまとめる際に、自身の考えだけで
なく、それを補強・裏付けするための各種データや画像等の引用を行うことが求められる。引用時には
出典を明らかにし、自身の考えと引用部分が明確に分かるようにすること。
・授業参加への態度について：演習形式、グループワークなどを取り入れるため授業参加への態度を評
価に加える。積極的なコミットメント(率先して発表するなど)は加点とするが、非協力的な態度等につ
いてはマイナスすることもある。
・授業時間とは別にリアル場面での戦略設計･データ活用を知るためのフィールドワーク（自主的なリサ
ーチ･イベント実施）や研究成果を報告する場（地域報告会など）を設定する予定である。授業外の課外
活動的な位置づけではあるが、授業内容と深く連動しており、その後の学びにも大きな影響を与えるた
め、原則参加を想定すること。

(10)履修上の注意 ・本授業は、信州大学が文部科学省「大学による地方創生人材教育プログラム構築事業（COC＋R）」と
して採択されている「地域基幹産業を再定義･創新する人材創出プログラム（ENGINE）」の実践力強化フ
ェーズの科目となる。
・本授業では、「主体的に考え、地域・社会を創造する志向」を養うことを目指す。そのため、授業を
受講するにあたって必要な基礎知識を事前に学習することを前提とする。受講者は新聞・書籍・論文・
インターネットなど各種メディアを使って関連する知識を収集し、整理をすることを求める。情報の利
用にあたっては出典等を確認し、妥当なものを用いることに注意すること。
・本授業では写真やビデオ等による記録を行い、広報資料等に活用をする。またメディア等による取材
等が入ることもある。受講者の方は本事項をご承諾いただくことが望ましい。
・本授業では情報検索やプレゼンテーション等を行うため、パソコンを利用します。インターネット接
続が可能なもの（ネットワーク接続は授業を行う場所の環境を利用）、表計算やプレゼンテーション資
料が作成可能な環境（例：Word, Excel, PowerPoint等）の準備をすること。

(11)質問,相談へ
の対応

・授業に関する質問や相談は授業中あるいは終了後に受ける。
・別途、対面での相談がある場合は日時を調整して対応する。
　　メール：career@shinshu-u.ac.jpへ連絡をすること。
　　部　屋：共通教育第１講義棟北校舎2F キャリア教育・サポートセンター教員室
　　ＴＥＬ：0263-37-3348
　※担当教員は、外出や打合せが多いため対面相談の場合は事前アポをお願いします
・なお、電子メール等の送付の際には、要件や氏名、などそれぞれのツールに併せて、最低限のビジネ
スマナーやリテラシーに則った文章等で送付すること

(12)授業への出席 履修する全ての回に出席することを基本とする。

(13)授業に出席で
きない場合の学
修の補充

・ワークショップ等、代替や補充ができない内容もありますので、欠席理由とともに教員に御相談くだ
さい。

【教科書】 指定しない。専用のプレゼンテーション及び資料の配布を行う。

【参考書】 指定しない。専用のプレゼンテーション及び資料の配布を行う。


